
51 

 

 

 

 

 

 

 

４-1 各主体の役割 
 

 マスタープランの推進にあたっては、市民、事業者、NPO 等観光関連団体、国・県等行政

など、各主体が協働・連携を図りながら進めていく必要があります。 

以下にマスタープランに係る各主体の役割を整理します。 

 

◇市⺠の役割 

 本市の地域資源に対して、興味と探究心を持ち、観光資源として活かしていく意識を高め

ていきます。そのことによって地元への愛着心が育まれ、自信を持って観光客を迎え、おも

てなしする気持ちが生まれます。本市の観光振興に向けて自分にもできることを考え、イベ

ントや学習会などに積極的に参加していきます。 

 

◇事業者の役割 

事業者は、自らの活動が本市の観光振興に深く関わっていることを認識し、魅力ある観光

商品の企画や観光客の受入に努めます。また、地域社会の一員として観光資源の保全活動や

イベントなどにも積極的に参加するなど、社会貢献活動（CSR）を広げていきます。 

 

◇NPO 等観光関連団体の役割 

NPO 等観光関連団体は、本市観光を活性化させるため、それぞれが目標を持ち、人材の

育成や「郷土愛」を醸成させる活動に取組みます。また、行政と連携しながら地域固有の資

源を活かした体験観光やイベントの開催、PR 活動、新たな観光資源の発掘、土佐清水ブラ

ンドの開発など、本市の魅力を高める様々な活動を展開します。 

 

◇国・県の役割 

 国や県は、関係する施設整備や運営、その他関係事業について、他の主体と情報を共有し、

協働・連携しながら円滑に進めていきます。また、観光のベースとなる自然資源の保全や整

備などを着実に実施するとともに、関係主体が主催するイベントなどへの支援も行い、かつ

積極的に参加していきます。 

  

第 4 章 

マスタープランの進め⽅ 
 

5 年間の計画期間においてマスタープランの実現を図ってい
くために関係主体の役割や体制、プランの進捗管理の⽅法
について整理します。 
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◇市の役割 

 マスタープランをもとに観光まちづくりを実践すべく、関係主体と協働・連携して関連施

策を着実に進めていきます。また、事業者および NPO 等観光関連団体への支援や指導、助

言を積極的に行い、本市観光振興に取組んでいきます。 

 

 

４-２ マスタープランの推進体制 
 

 マスタープランの推進にあたっては、関係主体が自らの役割を認識し、協働・連携しなが

ら各取組を進めていきます（図 4-1）。 

 マスタープランの実施主体となる本市は、庁内関係各課が連携して円滑な施策の実施を

図るとともに、観光商工課はプランの窓口となってプランの進捗管理や関係主体との情報

共有を図ります。プランの全体管理は、「土佐清水市観光マスタープラン策定委員会」を改

組し、「土佐清水市観光マスタープラン推進委員会」（以下、マスタープラン推進委員会）を

組織して、その進捗管理や見直し、新たな取組などを協議・検討しながらプランの実効性・

実現性を高めていくこととします。 

このような観光振興に係る関係者が一堂に会して話し合える「場」を継続的につくること

で、地域の一体感が育まれ、まちづくり観光としての礎を築くことになるものと考えられま

す。 

 

 

  

図４-１ マスタープランの推進体制 

【事業者】

魅力的な観光商品の企画

資源保全活動など

への参加

【市⺠】
観光振興に係る活動参加

地域資源に対する意識向上

【国・県】
自然資源の保全および

関連施設整備

イベントなど観光活動
への支援および活動

【NPO等
観光関連団体】
「郷土愛」醸成の活動

イベント､体験観光､

PR活動

・プランの統括管理

・プランの見直し

・新たな取組

マスタープラン
推進委員会

報告 意⾒

・各主体連携調整

・庁内連携調整

・プラン進捗管理

⼟佐清⽔市観光商⼯課

各主体の協働･連携
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４-3 プランの進捗管理 
 

 マスタープランに示した各取組は、その進捗状況などについて「マスタープラン推進委員

会」においてチェックします。2019 年度に中間評価を実施し、必要に応じて取組の見直し

などを行います。 

「マスタープラン推進委員会」は基本年 1 回の開催とし、本計画期間の最終年度に計画を

総括するとともに、次期計画の方向性を検討します（表 4-1）。 

 

 

表４-１ マスタープランの進捗管理 

 2017 2018 2019 2020 2021 

マスタープラン 
【計画期間】 
2017〜2021 年度 

         

 

マスタープラン 
推進委員会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

  

中間評価

マスタープラン
の総括 
次期計画の
⽅向性 
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参考・引⽤⽂献 
 

 土佐清水市観光マスタープランは、以下の文献および資料を参考に作成しています。本来は、本編中に

参考とした文献の著者名と公表された年を記すべきですが（図の引用等一部は本編中にも記載）、計画書と

しての性質を考慮し省略しています。 

 

中国四国地方環境事務所（2012）：平成 23 年度足摺宇和海国立公園足摺地域協働型管理運営体制構築事業

に関する業務報告書．中国四国地方環境事務所，岡山． 

中国四国地方環境事務所（2016a）：足摺宇和海国立公園竜串集団施設地区ビジターセンター（仮称）等整

備基本計画．中国四国地方環境事務所，岡山． 

中国四国地方環境事務所（2016b）：平成 27 年度竜串自然再生協議会運営体制構築等検討業務．中国四国

地方環境事務所，岡山． 

一般社団法人 幡多広域観光協議会（2015）：幡多広域観光振興計画．一般社団法人 幡多広域観光協議

会，高知． 

岩佐十良（2015）：里山を創生する「デザイン的思考」．株式会社 KADOKAWA，東京． 

海津ゆりえ（2007）：日本エコツアー・ガイドブック．株式会社 岩波書店，東京． 

観光地域づくり研究会（2005）：観光地域づくりカタログ～一地域一観光による地域振興～．株式会社 大

成出版社，東京． 

観光庁（2016）：観光ビジョン実現プログラム．観光庁． 

高知県（2015）：高知県足摺海洋館基本計画．高知県，高知． 

高知県（2016）：第 3 期高知県産業振興計画．高知県，高知． 

高知県（2016）：高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略．高知県，高知． 

尾家建生・金井萬造（2008）：これでわかる！着地型観光 地域が主役のツーリズム．株式会社 学芸出版

社，京都． 

島川崇（2002）：観光につける薬 サスティナブル・ツーリズム理論．株式会社 同友館，東京． 

スー・ビートン(著)・小林英俊(訳)（2002）：エコツーリズム教本 先進国オーストラリアに学ぶ実践ガイ

ド．株式会社 平凡社，東京． 

土佐清水市（2013）：竜串地区活性化基本構想．土佐清水市，高知． 

土佐清水市（2015）：土佐清水ジオパーク構想推進計画．土佐清水市，高知． 

土佐清水市（2015）：まち・ひと・しごと創生総合戦略．土佐清水市，高知． 

土佐清水市（2016）：第 7 次土佐清水市総合振興計画．土佐清水市，高知． 

株式会社 リクルート旅行カンパニー（2010）：土佐清水市〈竜串〉GAP 調査報告書．株式会社 リクルート． 
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写真提供等協⼒者 
 

 土佐清水市観光マスタープランは、以下の機関に写真提供等の御協力をいただきました。 

 

・Taiwan VIP Travel 

表紙：星空 

・竜串ダイビングセンター 

 裏表紙：体験ダイビング 

・中国四国地方環境事務所 

P10：見残し、竜串海岸、竜串海域公園／P11：グラスボート／P37：オニヒトデ駆除／P38：間伐体験／

P41：シュノーケリング教室／P42：観光ボランティア／P46：遊歩道の現状、サンゴ博物館、竜串休憩所、

案内看板の現状  
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マスタープラン策定の体制および経緯等 
 
◇⼟佐清⽔市観光マスタープラン策定委員会 委員名簿 

 氏名 所属・役職等 

委員長 西宮 正夫（にしみやまさお） （一社）土佐清水市観光協会 会長 

委員 岩瀬 文人（いわせふみひと） 大月町 地域資源活性化推進員 

〃 江口 悟（えぐちさとる） （一社）幡多広域観光協議会 事務局長 

〃 国澤 一彦（くにさわかずひこ） （特非）NPO 竜串観光振興会 会長 

〃 田村 卓実（たむらたくみ） 土佐清水市旅館組合 組合長 

〃 程岡 庸（ほどおかよう） 土佐清水市商工会議所 会頭 

〃 

山﨑 五十鈴（やまさきいすず） 

 

富田 無事生（とみたぶじお） 

土佐清水市観光ボランティア会 会長 

（2016 年 12 月 31 日まで） 

土佐清水市観光ボランティア会 会長 

（2017 年 1 月 1 日より） 

〃 山下 淳一（やましたじゅんいち） 環境省土佐清水自然保護官事務所 自然保護官 

〃 磯脇 堂三（いそわきたかみつ） 土佐清水市 副市長 

〃 早川 聡（はやかわさとし） 土佐清水市企画財政課 課長 

敬称略（所属等は 2017 年 3 月現在） 

 
 
◇⼟佐清⽔市観光マスタープラン策定 作業部会 委員名簿 

 氏名 所属・役職等 

1 竹池 亮（たけいけりょう） 企画財政課 係長 

2 酒井 満（さかいみちる） 観光商工課 ジオパーク推進室 室長 

3 由岐 直久（ゆきなおひさ） 観光商工課 係長 

4 山本 悟（やまもとさとる） 農林水産課 係長 

5 浜田 三幸（はまだみつゆき） 農林水産課 係長 

6 酒井 礼（さかいあや） 生涯学習課 係長 

敬称略（所属等は 2017 年 3 月現在） 
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◇⼟佐清⽔市観光マスタープラン策定の経緯 
会議名 日時・場所 内容 

第 1回土佐清水市観光

マスタープラン策定

委員会 

2016 年 10 月 27 日（木）

14:00～16:00 

土佐清水市役所 2F 第 4 会

議室 

＊委員長選出 

＊土佐清水市観光マスタープラン策定について 

・策定の趣旨 

・観光の現況と課題 

・観光関連計画 

・観光の目指すすがた 等 

第 1回土佐清水市観光

マスタープラン策定 

作業部会 

2016 年 10 月 27 日（木）

16:00～17:30 

土佐清水市役所 2F 第 4 会

議室 

＊土佐清水市観光マスタープラン策定について 

・策定の趣旨 

・観光の現況と課題 

・観光関連計画 

・観光の目指すすがた 等 

第 2回土佐清水市観光

マスタープラン策定 

作業部会 

2017 年 1 月 20 日（金） 

14:00～15:30 

土佐清水市役所 2F 第 3 会

議室 

＊土佐清水市観光マスタープラン（素案）について

・コンセプトと目標 

・マスタープランの実現戦略 

・マスタープランの進め方 

第 2回土佐清水市観光

マスタープラン策定

委員会 

2017 年 1 月 23 日（月） 

14:00～16:00 

土佐清水市役所 2F 第 1 会

議室 

＊土佐清水市観光マスタープラン（素案）について

・コンセプトと目標 

・マスタープランの実現戦略 

・マスタープランの進め方 

第 3回土佐清水市観光

マスタープラン策定

委員会 

2017 年 2 月 27 日（月） 

13:30～16:30 

土佐清水市役所 3F会議室

＊土佐清水市観光マスタープラン（案）について 

・観光の目指すすがた 

・マスタープランの実現戦略 

第 4回土佐清水市観光

マスタープラン策定

委員会 

2017 年 3 月 24 日（金） 

15:30～16:30 

土佐清水市役所 2F 第 1 会

議室 

＊土佐清水市観光マスタープラン（案）の確認 
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